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航空悪天予想図中でCbクラスター域を

診断する際の相対湿度基準値＊

大　野　久　雄＊＊＊・伊　佐　真　好＊＊

　要　旨

　航空気象サービスに供する悪天予想図中でCbクラスター域を診断するための相対湿度基準値をラジオゾ

ンデ観測値から求めた．すなわちGMS赤外画像から経験的手法で総観スヶ一ルのCbクラスターを抽出

し，次にその下にあるゾンデ点で観測された相対湿度の鉛直分布を求め，そしてこの分布から総観スケール

のCbクラスター存在に必要な相対湿度の基準値を作成した．この基準値を数値予報の結果に応用すれば，

予報時刻におけるCbクラスター域が診断出来る．すなわちCbクラスター域の予報が出来ると思われる．

　1，はじめに

　航空気象サービスの一つとして気象庁は数値予報モデ

ルの24時間予報値を使って24時間後の総観スケールの

Cbクラスター域（以後単にCbクラスター域と記す），

晴天乱気流域，着氷域などを診断し，アジア太平洋地域

航空悪天予想図（第1図，Kikuchi，1983）に書き入れ

ている．この論文はこうしたCbクラスター域診断の改

善に資することを目的とする．

　ルーチン業務においてCbクラスター域を診断するに

は，まず数値予報モデルの予報結果からShowalter指数

を計算する．次にその指数が経験的基準値を下まわる領

域を選び出す．こうして選び出された領域をCbクラス

ター域として航空悪天予想図中に書き入れるのである．

　しかしながらGMS（静止気象衛星ひまわり）画像に

見るCbクラスター域と航空悪天予想図中のCbクラス

ター域は必ずしも良い一致をみていないのが現状であ

る．

　＊Relative　humidity　criteria　fbr　a　diagnosis　of

　　Cb－cluster　areas　in　a　signi6cant　weather　pre－

　　diction　chart．

＊＊Hisao　Ohno　and　Shinko　Isa，気象庁電子計算

　　室．

＊＊＊現住所，World　Meteorologica10rganization，

　　Case　postale　No・5CHr1211GENEVA20，
　　Switzerland

　　－1984年4月20目受領一
　　一1984年6月11日受理一

1984年8月

　こうした状況においてOhno・Miura（1983）は

Showalter指数に基づくよりも下層及び中層の相対湿度

に基づく方が熱帯外のCbクラスター域をより良く診断

出来ることを示した．すなわち下層及び中層の相対湿度

がある基準値を上まわる領域にはCbクラスターが存在

するとして，8層北半球モデル（1982年3月～1983年2

月までのルーチンモデル）の予報相対湿度とGMS画檬

を直接比較してCbクラスター域診断のための基準値を

つくったのである．また現行12層北半球スペクト1ルモデ

ルでは，熱帯でも相対湿度がCbクラスター域の良い診

断パラメータになっているので，我々は同様の手法で相

対湿度基準値の作成を試みた．

　しかしながらこのように作られた基準値は観測相対湿

度に基づいて作られたものとはちがって，すべて数値予

報モデルに依存している故，汎用性がなく，予報モデル

が変更されれば使用出来なくなる危険性がある．

　本来こうした基準値はまず観測値に基づいて作るべき

である．そしてもし必要ならば観測値に基づいて作られ

たこの基準値を個々の予報モデルの特徴に合わせて微調

整し，その予報モデルに合づた「Cbクラスター域予報基

準値にすべきである．

　そこで我々はまず，ラジオゾンデ点上の緯経度1。×1。

をおおうCbクラスター域をGMS画像から経験的に抽

出する．次にラジオゾンデ観測値を使ってCbクラスタ

ー内での相対湿度鉛直分布を求め，一多数の事例について

平均する．そして，こうして求められた平均鉛直分布か
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第1図 アジア太平洋地域，航空悪天予想図の一部．1983年4月
23日00Zを初期値とした24時間予想．斜線域が総観スケ

ールのCbクラスター域．

ら観測値に基づいた相対湿度基準値を作成することにし

た．緯経度1。×1。域がCbクラスターにおおわれてい

る場合を今回の研究対象としたのは現行数値予報モデル

の水平分解能との整合をとるためである．

第1表 GMS赤外格子点データを用いてGMS画像か
らCbクラスター域を客観的に抽出する方法．

　2．使用データ

　GMS赤外格子点データ（前田・高橋，1984）に含ま

れる緯経度1Q×1。域での平均雲頂温度，雲頂温度の標

準偏差，雲量（小平，1980）及びラジオゾンデ観測によ

る相対湿度を使用する．期間は1982年6月1日～1983年

5月31日までの1年間，データ領域は50。N～50。S，

90。E～170。Wでかこまれる範囲（ただしチベット域を

除く）である．

総観スケー
ルのCbク
ラスター域

type（1）

type（2）

　GMS赤外格子点データ
（緯経度1。×1。域の統計値）

平均雲頂温度
　（TBB）

200mb＞TBB
の気温一

灘≧TBB＞智鼎

雲頂温度の
標準偏差

5。C以上

5。C以上

雲　量

99％以上

99％以上

　3・Cbクラスター域の経験的抽出方

　GMS赤外画像中で緯経度1。×1。域が雲でおおわれ

ていて，平均雲頂が圏界面付近に達しており，雲頂が凸

凹してみえる雲域をこの論文でのCbクラスター域と呼

び，第1表で2種のクラスター域を経験的に定義した．

すなわち赤外格子点データが緯経度1。×1。域で99％以

上の雲量をもち，平均雲頂高度が200mbより高く，標

準偏差が5。C以上あるものをtype（1）の『Cbクラス

ター域とし，同様の条件で平均雲頂高度が200～300

52

mb間にあるものをtype（2）のCbクラスター域とす
る．

　このようにしてGMS画隊（第2図）から赤外格子

点データを使ってCbクラスター域を抽出すると第

3図になる．第2図中，台風に伴うもの（a），（b），

ITCZに伴うもの（c），中緯度のじょう乱にともなう

もの（d）などが第3図でよく抽出されていることがわ

かる．

　4．統計の結果と考察

　Type（1），（2）の鉛直分布を第4図に示す．実線が

平均相対湿度，破線が相対湿度の標準偏差である．平均

相対湿度は850mbで約85％，上にいくほど小さくな

、天気”31．8．



航空悪天予相図中でCbクラスター域を診断する際の相対湿度基準値 491

鞭　赫齢職聯

贈蜂

灘．

雛強

罰

灘

購
浜纏 ．蟹

200N’ 灘
聯

娯

　　　　一、’一纐（c）。

・1400E

7蹴■

薄

軽難一

・1700W

第2図　GMS　IR．画像の北半球部分，1982年9月12日12Z．
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第1表の定義に従って第2図のGMS画像から抽出したCbクラスター域，
1：type　（1），　2：type　（2）．

176◎w
● ●

り，300mbで65～70％になる．type（1），（2）の鉛直

分布をくらべると，type（1）の方がわずかながら全体

的に湿っている．標準偏差はいずれの場合も10～15％で

1984年8月

ある．統計に用いられたデータ数はtype（1）が372，

type（2）が2，011であった．

　個々の対流雲内ではもちろん相対湿度は100％に達し
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気圧高度

300mb

400mb
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850mb

相対湿度の基準値
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ラジオゾソデ観測によるCbクラスター域
での平均相対湿度と標準偏差の鉛直分布．

　5．まとめ

　GMS赤外画像から赤外格子点データを用いて2種類

のCbクラスターを経験的手法で抽出した．そして，抽

出されたCbクラスター域内でラジオゾンデ観測値から

相対湿度の鉛直分布を求め，多数の事例について平均し

た．

　その結果，Cbクラスター域内では下層で約85％，上

にいくほど相対湿度は小さくなり，上層で65～70％であ

った．

　この鉛直分布から，Cbクラスター域の診断を行うた

めに相対湿度基準値を作成した．

0

第4図

ているであろうが，Cbクラスター内のゾンデ観測に際

しては個々の雲中にゾンデが来ることもあり，雲の外に

ゾンデが来ることもあるのでこのような平均値となった

のであろう．

　我々があつかった緯経度1。×1。の平均量は現ルーチ

ン予報モデルの水平分解能とほぽ同様のスケールをもつ

ので，今回得られた結果はそのままCbクラスター診断

の相対湿度基準値となる．すなわち，数値予報モデルの

予報相対湿度の鉛直分布が第4図に示す斜線内にあると

き，言いかえれば，大気下層のみならず中・上層まで相

対湿度が高いとき，Cbクラスターが存在するとして，

我々は第2表の基準値を作成した，この基準値を数値予

報モデルに応用する際にはそのモデルの性能に合わせた

微調整が必要であることは先に述べた．この意味で第2

表は基準値をつくるためのr基礎基準値」とも言える．
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